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吾妻山山系砂防出張所松川庁舎（吾妻山火山防災センター）位置図

福島河川国道事務所のホームページでは、
リアルタイムで吾妻山の様子をごらんになれます。

福島河川国道 火山ライブカメラ
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平成19年12月1日運用開始
平成30年3月29日改正

●噴火に伴う融雪型火山泥流が居住地域まで到
　達、あるいは切迫している。

有史以降の事例なし

●小～中規模噴火が発生して、火口から概ね4
　km以内に噴石飛散。

1893年の噴火：噴石が火口から約1.5kmまで飛散

●地震多発や顕著な地殻変動等により、小～中
　規模噴火の発生が予想される。

観測事例なし

●小規模噴火が発生し、火口から概ね1.5km以
　内に噴石飛散。

1977年の噴火：火口周辺に降灰
1952年の噴火：噴石が火口から約0.2kmまで飛散
1950年の噴火：噴石が火口から約1.2kmまで飛散

●地震活動や噴気活動の活発化等により、小規
　模噴火の発生が予想される。

2014～2016年の活動：噴気、熱、地震活動の活発化
2008～2011年の活動：噴気、熱、地震活動の活発化
1966年の活動：有感地震を含む地震活動の活発化

●状況により火口内に影響する程度の噴出の可
　能性あり。

●噴火に伴う融雪型火山泥流が発生し、噴火が
　さらに継続すると居住地域まで到達すると予
　想される。

有史以降の事例なし

注1）ここでいう噴石とは、主として風の影響を受けずに飛散する大きさのものとする。

注2）レベル２、３の規制には、一部道路の規制を含む。

注3）火口とは、大穴火口、旧火口をいう。

注4）ここでいう中規模噴火とは、噴石が概ね2～4kmの範囲に飛散する噴火とする。

各レベルにおける具体的な規制範囲等については地域防災計画等で定められています。各市町村にお問い合わせください。

■最新の噴火警戒レベルは気象庁HPでもご覧になれます。

　https://www.jma.go.jp/jma/index.html

過去事例

過去事例

過去事例

過去事例

過去事例

過去事例

吾妻山の噴火警戒レベル

平成30年3月

気象庁
Japan Meteorological Agency
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レベル
名称

対象
範囲

火山活動の状況 想定される現象等

居住地域に重大な

被害を及ぼす噴火

が発生、あるいは

切迫している状態

にある。

危険な居住地域

からの避難等が

必要。

警戒が必要な居

住地域での避難

準備等が必要。

要配慮者の避難

等が必要。

登山禁止や入山

規制等危険な地

域への立入規制

等。

状況に応じて要

配慮者の避難準

備等が必要。

住民は通常の生

活。

火口周辺への立

入規制等。

住民は通常の生

活。

状況に応じて火

口内への立入規

制等。

居住地域に重大な

被害を及ぼす噴火

が発生すると予想

される（可能性が

高まっている）。

居住地域の近くま

で重大な影響を及

ぼす（この範囲に

入った場合には生

命に危険が及ぶ）

噴火が発生、ある

いは発生すると予

想される。

火口周辺に影響を

及ぼす（この範囲に

入った場合には生

命に危険が及ぶ）

噴火が発生、ある

いは発生すると予

想される。

火山活動は静穏。

火山活動の状態に

よって、火口内で

火山灰の噴出等が

見られる（この範

囲に入った場合に

は生命に危険が及

ぶ）。

種別

吾妻小富士から撮影

H27.5.18

TV

H27.3.6 H27.10.2
HP

HP

H28.4.6

024-546-4331

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/J77101/homepage/sabo/400/index.html
http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/abukuma_live/live_sabou.html

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/213.html
http://www.city.fukushima.fukushima.jp/uploaded/attachment/33390.pdf

HP

HP

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/abukuma_live/live_sabou.html

HP

http://www.jma-net.go.jp/sendai/jishin-kazan/k-kaiset.htm

H28.11.4

大規模な火山泥流が流下して荒川沿いに氾濫被害が発生した場合、泥流氾濫で移動経路が途絶して、
事務所から北方への移動に支障が生じる可能性がある。

荒川の北方に位置する
松川庁舎に情報収集などの代替機能をもたせ、

火山災害発生時の対応拠点とする。

事務所の災害対応に遅延が生じることを回避する必要がある。

100インチ大型モニタやPCによる画像や
映像、雨量など各種観測情報の表示、テレビ
会議システム（事務所・出張所等）などの機材
等を設置

気象庁はH19年以降、吾妻山の「噴火警戒レベル」を運用。（気象庁HPより抜粋）

火山・土砂災害のパネル展示、防災
関係図書、学習机等を設置

「吾妻山火山防災センター」整備の経緯

吾妻山火山防災センター

想定される融雪型火山泥流の
災害予想区域図

松川庁舎に火山防災センターを整備した理由 ＜火山噴火時のリスク回避＞

１

４

融雪型火山泥流ケース4Sの災害予想区域図（火山噴火緊急減災対策砂防計画書災害予想区域図（H25.1）より）

防災ヘリ「みちのく号」
噴火状況の監視

光ケーブル

福島市吾妻支所

TV会議
システム

100インチモニタ

降灰調査状況（23．1．28）

リアルタイム
伝送

衛星通信車

▲

イメージ

イメージイメージ

災害対策本部

現場の緊急対策
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と
の
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連
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吾妻山
もしくは
安達太良山

吾妻山
もしくは
安達太良山

噴火発生 吾妻山火山防災センター

明治26年8月のスケッチ
（横山，1893b）

昭和52年の噴火
（気象庁，S52.12.9）

大穴火口からの噴気の様子
（気象庁，H20.11.11）

●吾妻山の過去約7,000年間の噴火履歴調査から中小規模の水蒸気爆発と、大規模な
マグマ噴火を繰り返していることが判明。

●平成20（2008）年以降に、噴気活動がやや活発化。
●被害想定区域内に福島市街地が位置し、噴火時の影響が大きい。
●この被害を防止・軽減するための計画(緊急減災対策砂防計画)を平成25年に策定。
➡「吾妻山火山防災センター」は、この計画の一環として、平常時から関係機関との連携
強化、地域住民への周知啓発などを行う施設として、平成２６年３月２５日に開所された。

近年の火山活動
●1893年（明治26年）の噴火：水蒸気爆発
　・有史以降の最大規模の噴火。
　・火口付近を調査中の技師２名（旧農商務省）が噴石の直撃を受け死亡。
●1977年（昭和52）の噴火：水蒸気爆発
　・12月7日噴火。噴煙の高さ600m。
　・10km東方の住民が硫黄臭を強く感じ、目や喉に刺激を受けた。
●2008年（平成20年）以降の活動活発化
　・2008(H20)年11月：噴気活動が活発化
　・2011(H23)年10月：火山性微動発生
　・2014(H26)年12月：噴火警戒レベル２に引き上げ
　・2016(H28)年10月：噴火警戒レベル１に引き下げ

吾妻山火山防災センターの施設紹介

１階（ロビー・パネル展示）

２

その他の施設等

２階（防災センター・砂防学習室）
防災センター 砂防学習室

火山災害や対策に関するパネル展示、チラシ等の掲示棚

吾妻山・安達太良山の立体模型 航空写真大型パネル（吾妻山～福島市街地）

TV会議
システム100インチ

大型モニタ

●非常用電源やソーラーパネル等の予備電源
●大型土のう袋などの資材備蓄倉庫
●土石流模型実験装置（土砂災害周知啓発用）

福島市街地

荒川

福島市市役所

福島県庁

松川

天戸川

須川

白津川

鍛冶屋川

荒川

吾妻山山系砂防
出張所 松川庁舎

吾妻山山系
砂防出張所

福島河川国道
事 　 務 　 所

➡

➡

➡

➡

➡

➡

緊急調査の実施、監視・観測情報の収集緊急時の体制

東北地方整備局

関係機関

現地情報の収集や緊急ハード・ソフト対策の防災拠点
として現場対応・調整を行う。

災害対策支部
福島河川国道事務所

災害対応の現地拠点

吾妻山山系砂防出張所
松川庁舎

●県や市町村、防災インフラ
などの関係機関、防災エキ
スパート、災害協定業者、工
事業者等

●関係機関の防災対応につ
いて、連携・調整を行う火山
防災協議会

砂防堰堤の堆積土
砂を取り除き、土石
流等に備える
（霧島山の事例）

コンクリートブロック
で応急的に砂防堰
堤や導流堤を作る
（浅間山の訓練事例）

非常時の活用（噴火時等）

3
火山監視・観測情報の発信 警戒避難体制強化の支援

平常時の活用（火山活動の静穏期）火山防災に関する情報収集・発信 と 周知啓発活動の推進

提供資料をもとに福島市が
作成した吾妻山火山防災
マップ（2014改訂版）

▲

火山防災副読本
出前講座

出前講座（土石流模型実験）

砂防学習室利用者へのパネルの説明
広報誌「吾妻山砂防通信」

吾妻山の火山活動に伴う火口周辺の画像や、土砂
移動現象の観測情報を速やかに関係機関や地元
住民に情報発信していきます。

防災教育・出前講座・広報資料

資材備蓄

当センターの施設利用時や出前講座、防災イベントなどの機会を通じ
て、火山防災知識の周知啓発を行います。

緊急対策で使う大型土のう袋等の資材備蓄を行ってます。

火山噴火緊急減災対策砂防計画の検
討で得られた知見をもとに、自治体の
警戒避難体制の強化を支援します。

吾妻山火山防災センター
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